
HCIだけでなく、オンプレミスとクラウドが
混在する環境をJP1でまとめて監視しませんか？

JP1運用アドオンソリューション

多くの企業でクラウドサービスの利用が進み、企業が持つシステム環境は、オンプレミス環境とクラウドサービ
スが混在するケースが増えています。このような状況の中、システムの安定稼働のために、企業が持つシステム
環境の一元監視へのニーズが高まっています。

適材適所に配置されたハイブリッドな環境をシームレスに監視

こんなお悩みありませんか？

 環境ごとに監視ツールがばらばらで効率が悪い。
 HCI環境を含めたハイブリット環境の監視運用を統一させたい。
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HCI環境を含めたハイブリット環境で
同じ運用ができます。

JP1

イベント監視から対処作業まで
ハイブリット環境の監視運用を統一できます！

統合イベント監視 イベント対処ナビゲーション イベント対処自動オペレーション
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JP1はハイブリッド環境におけるIT運用の一元監視を実現します
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■製品情報サイト
https://www.hitachi.co.jp/jp1/（日本語）
https://www.hitachi.co.jp/jp1-e/（English）

■インターネットでのお問い合わせ
https://www.hitachi.co.jp/soft/ask/

■電話でのお問い合わせはHCAセンターへ
0120-55-0504 受付時間 9：00～12：00、13：00～17：00（土・日・祝日・当社休日を除く）

●ご紹介している製品は、JP1 Version 12 JP1/Integrated Management 2 – Manager、JP1 Version 12 JP1/Navigation Platform、 JP1 Version 12 JP1/Automatic Operation、 JP1 Version 12 JP1/Operations Analytics
およびJP1 Version 12 JP1/TELstaff AE Professional Editionです。 JP1 Version 12 JP1/TELstaff AE Professional Editionは日本でのみ販売している製品です。

●記載している価格は、2019年12月現在の日本で販売する場合の標準価格です。

●記載の仕様は、製品の改良などのため予告なく変更することがあります。

●製品の色は印刷されたものですので、実際の製品の色調と異なる場合があります。

●本製品を輸出される場合には、外国為替および外国貿易法の規制ならびに米国の輸出管理規則など外国の輸出関連法規をご確認のうえ、必要な手続きをお取りください。

なお、ご不明な場合は、当社担当営業にお問い合わせください。

# 内容 標準価格（税別）
1 JP1/Integrated Management 2 – Manager (管理数(ノード数):10) ¥600,000 ～
2 JP1/Base (ライセンス（インストール:1）) ¥50,000 ～
3 JP1/Navigation Platform (管理数(ユーザー数):10) ¥800,000 ～
4 JP1/Automatic Operation (管理数(ノード数):10) ¥1,800,000 ～*1*2

5 JP1/Operations Analytics (管理数(ノード数):10) ¥360,000 ～*1

6 JP1/TELstaff AE Professional Edition (通知先ユーザー数が300の場合) ¥564,000 ～

ご参考価格

監視対象側にJP1製品（JP1/Baseなど）が必要になる場合があります。
別途、製品プログラムの費用として、1,000円 [標準価格（税別）] が必要です。
*1 「日立HCI ソリューション」分を管理するためのライセンスを追加購入する必要はありません。（専用管理ツールJP1（標準添付)ライセンスで管理できます。)
*2 「JP1/Automatic Operation Content Pack」の費用として、 900,000円 [標準価格（税別）]を含んでいます。

統合イベント監視 イベント対処ナビゲーション

イベント対処自動オペレーション

運用手順の標準化と自動化ツールの活用支援

ログ取得などの対処も含めた、運用作業を自動化

JP1/TELstaff

JP1製品と連携してインテリジェントなシステム運用を実現

通知手段（メール・電話・パトランプなど）や
通知先の一元管理と自動通知

JP1/IM2

JP1/AO

標準化された運用手順を
呼び出し、作業を均一化

複雑なオペレーションを
自動化して、人的ミスを排除

多種多様な通知手段で、
迅速かつ確実に自動通知

イベントとインフラの構成情報
を関連付けて統合的に管理
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